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（千人）（％） 失業率と前期からの雇用者数の変化
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米国経済点描（2008.7.04） 

～2008 年 6 月の失業率～ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 7 月 3 日に米国労働省労働統計局（ＢＬＳ）が公表した世帯調査に基づく 2008 年 6 月

の失業率（季節調整済み）は、前月と同じ 5.5％と横ばいであった。また、同調査に基づ

く 5 月の就業者数の暫定値は、1 億 4589 万 1 千人で、前月より 15 万 5 千人減少し、3
ヶ月連続の減少となった。 
一方、事業所調査に基づく非農業部門の雇用者数（industry payroll employment）も、

季節調整済みの暫定値で 6 万 2 千人減少した。これで雇用者数の減少は本年 1 月から 6
ヶ月連続となった。その結果、ピークとなった昨年 12 月からは 48 万 8 千人の減少とな

った。 
ヘルスケアサービスと鉱業では雇用増となったが、建設、製造業、商業の雇用減が大

きく、また専門サービスでも減少（専門・技術者は微増）するなど、失業はますます広

がりをみせている。なお、鉱業での雇用増は、資源高を背景にしていると思われる。 


